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平成 21 年 3 月 12 日 

国土交通省 九州地方整備局 
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道路-６-１ 

１．九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の概要 

 

１－１ 九州横断自動車道延岡線の概要 

九州横断自動車道延岡線は、熊本県熊本市の南に位置する嘉島町から宮崎県延岡市

に至る延長約９５ｋｍの国土開発幹線自動車道であり、九州のほぼ中央で九州縦貫自

動車道と東九州自動車道に直結し、これらと一体となって循環型の高速交通ネットワ

ークを形成する。九州の中部・東部地域の発展に重要な役割を担うことはもとより、

九州全体の産業、経済、文化の交流発展に資する路線である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 九州横断自動車道延岡線の位置図 

N

※●ＩＣは「地域の活性化を支援するＩＣ」として今後整備するＩＣ
（平成２０年１１月末現在）

凡　　　　例

高速自動車国道

高速自動車国道に並行する
自動車専用道路

一般国道自動車専用道路

供　　用　　区　　間

整　備　計　画　区　間

う　ち　直　轄　区　間

基　本　計　画　区　間

供　　用　　区　　間

事　　業　　区　　間

計　　画　　区　　間

供　　　用　　　中

事　　　業　　　中

 

本事業評価 
対象区間 

嘉島～矢部 
L=23km 
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１－２ 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の概要 

 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部は、熊本県上益城郡嘉島町～熊本県上益

城郡山都町を結ぶ延長２３．０ｋｍの高速自動車国道である。 

 本道路は、九州中央部の広域的な連携を図り、地域の活性化に大きく寄与するとと

もに、当該地域の主要な幹線道路である国道 445 号、国道 218 号の代替路線として

の機能も有する。 
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終点：至)熊本県上益城
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延長：23.0km 

道路幅員：W=12.0m(2 車線整備時) 

種級：第１種第３級 

設計速度：80km/h 

車線数：4 車線(当面 2 車線整備) 

１）道路の諸元 ２）道路の標準断面図 【2 車線整備時】 

３）概略平面図 

 

▲土工部 

▲橋梁部 

▲トンネル部 

▲ 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部 概要図 

 

嘉島 JCT 

（仮称） 

矢部 IC 

（仮称） 



道路-６-３ 

２．事業を巡る社会情勢等の変化 
 

２－１ 沿線地域の社会・経済情勢 

 

（１）沿線地域の概況 

沿線地域においては、旧矢部町、旧清和村、旧蘇陽町の 3 町村が平成 17 年 2

月に合併し、『山都町』が誕生している。また、沿線地域の地勢的特徴として熊本

都市圏に属する平地部の地域と阿蘇外輪山南端の高原地帯から緑川の急峻な渓谷

を擁する変化に富んだ中山間部の二極構造となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N

：沿線地域 

：熊本都市圏 

※熊本市への通勤依存率 
５%以上のエリア 
(国勢調査) 

中山間部 平地部 

▲沿線地域周辺の航空写真 

山都町

熊本市 

九州横断自動車道延岡線九州横断自動車道延岡線

九
州
縦
貫
自
動
車
道 ※航空写真地図は、Yahoo!地図をベースに作成 

               ▲中山間部の状況 

深 い山 々（阿 蘇 山 より山 都 町 を望 む） 

急峻な渓谷（蘇 陽 峡 ） 

N

▲沿線地域の状況 



道路-６-４ 

（２）人口の推移 

中山間部の山都町では、人口が 10 年間で約２割弱減少しており過疎化が進行

している状況にある。一方、熊本都市圏に属する平地部の嘉島町や益城町につい

ては、約 1 割程度の人口増加がみられ、人口の二極化が進んでいる。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

（３）高齢者率の推移 

熊本県の高齢者率は増加傾向にあり、沿線地域の自治体においても同様に増加し

ている。中でも中山間部の山都町では過去 10 年で約 10 ポイント増加しており、

平成 17 年の段階で高齢化率 37.0%(2.7 人に 1 人は 65 歳以上)という状況まで高齢化

が進んでいる。 

 

※高齢化率が 7％を超えた社会を「高齢化社会」、14％を「高齢社会」と呼ぶ。 

平成 20 年度 高齢社会白書：内閣府刊行 
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▲ 熊本県および沿線町の人口推移 
※伸び率は平成 7 年を基準とした割合

出典：国勢調査

熊本県 

1, 842,233 人 

嘉島町 

8,492 人 

益城町 

32,782 人 

御船町 

18,116 人 

山都町 

18,761 人 

（H17 人口） 

出典：各年国勢調査

▲ 熊本県および沿線町の高齢者率（６５歳以上人口）の増減 

熊本県 

437,244 人

嘉島町 

2,026 人 

益城町 

7,036 人 

御船町 

4,632 人 

山都町 

6,943 人 

（H17 65 歳以上人口）

約 1 割増加 

約 2 割減少 

約 10 ポイント増加 



道路-６-５ 

（４）地域経済 

【経済成長率（市町村内総生産）の伸びと産業活動の特性】 

沿線地域における経済成長率（市町村内総生産）をみると、熊本都市圏に属する平地

部の嘉島町、益城町などの経済成長率が高く、特に嘉島町では平成７年からの 10

年間で約 2.6 倍の成長を示している。一方、中山間部の山都町ではマイナス成長と

なっており、地域間の格差が開いている状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）産業活動 

【農業】 

熊本県全体の農業粗生産額は減少傾向にあり、沿線地域では県全体の傾向を上

回るような減少率にある。 
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出典：熊本県市町村民

所得推計報告

※嘉島町にはＨ15.7 に、 
  サントリー九州熊本工場が立地 

▲ 市町村内総生産の推移 

益城町 

（約 51 億円） 

嘉島町 

（約 13 億円） 

熊本県 

（約 3,100 億円） 

御船町 

（約 25 億円） 

山都町 

（約 71 億円） 

▲ 熊本県および自治体の農業粗生産額の推移 
※伸び率は平成 7 年を基準とした割合

出典：生産農業所得統計

（H17 値） 

熊本県 

約 5 兆 6909 億円

嘉島町 

約 598 億円 

益城町 

約 1120 億円 

御船町 

約 429 億円 

山都町 

約 475 億円 

（H17 値） 

※伸び率は平成 7 年を基準とした割合

約 2.6 倍に増加 

熊本県＞沿線地域



道路-６-６ 

【工業】 

沿線地域における製造品出荷額は、熊本県全体ではほぼ横ばいの傾向にあるが、

飲料製造業の工場(サントリー九州熊本工場)が進出した嘉島町では著しく増加(約 4

倍)しており、また益城町・御船町についても微増傾向にある。 

一方、中山間部の山都町では、製造品出荷額が約半分に減少しており、地域間

格差が激しくなっている状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商業】 

＜商業販売額＞ 

商品販売額は、熊本県全体で減少している一方で、熊本都市圏に属する平地部

の嘉島町、御船町、益城町ともに増加傾向にあるが、中山間部の山都町では、約

４割程度減少しており、商業面においても地域間の格差が激しくなっている状況

にある。 
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▲ 熊本県および自治体の製造品出荷額等の推移 

益城町 

（約 542 億円） 

嘉島町 

（約 508 億円） 

熊本県 

（約 542 億円） 

御船町 

（約 113 億円） 

山都町 

（約 82 億円） 

出典：工業統計

▲ 熊本県および沿線町の商品販売額の推移 

出典：商業統計 

益城町 

（約 584 億円） 

嘉島町 

（約 714 億円） 

熊本県 

（約 38,958 億円） 

御船町 

（約 301 億円） 

山都町 

（約 136 億円） 

（H18 値） 

※伸び率は平成 12 年を基準とした割合

※伸び率は平成 9 年を基準とした割合

（H18 値） 

※嘉島町にはＨ15.7 に、 
  サントリー九州熊本工場が立地

出典：商業統計

約 4 倍に増加 

約 0.5 倍に減少 

約 4 割減少 



道路-６-７ 

＜商業店舗数＞ 

過去 10 年間、商業店舗数は熊本県全体で減少傾向にある。 

嘉島町では平成 17 年に大型商業施設の進出に伴い大幅な増加をみせているが、

他の沿線地域では減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）観光 

熊本県の観光入り込み客数は、平成 11 年と平成 18 年を比較すると約 15%増加

している状況にある。沿線の上益城地域(嘉島町、甲佐町、益城町、御船町、山都町)では、

H15.7 に嘉島町にサントリー九州熊本工場が進出し工場見学などの観光客増加が影

響し、地域全体として増加傾向にある(H18/H11=1.21)。このほか、当該地域には山都

町の通潤橋や、清和文楽などの観光スポットも存在する。 
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熊本県 

（22971 店舗） 

嘉島町 

（253 店舗） 

益城町 

（242 店舗） 

御船町 

（192 店舗） 

山都町 

（267 店舗） 

▲ 熊本県および沿線町の商業店舗数の推移 

出典：商業統計

（H19 値） 

※伸び率は平成 9 年を基準とした割合

熊本県 

約 6213 万人 

上益城地域 

約 231 万人 

熊本市 

約 429 万人 

出典：観光統計

▲ 地域別の観光入込客数の推移 

（H18 値） 

※伸び率は平成 11 年を基準とした割合
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※嘉島町にはＨ15.7 に、 
  サントリー九州熊本工場が立地

※嘉島町に、イオンモール熊本クレア 

（テナント数約 160 店）が平成 17 年に開業 

約 2 倍に増加 

約 15%増加 



道路-６-８ 

（７）自動車保有状況 

一世帯あたりの自動車保有台数は、熊本県の平均(1.86 台)に対して、沿線地域は一世帯

あたり 2.0 台以上と高い値となっており、移動手段を自家用車に依存する傾向が強い地域

であることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）沿線開発状況 

平成 20 年 10 月に、熊本市内からの通学生を視野に入れた通信制の高等学校が山都町

に開校した他、平成 16 年から売りに出された清和の別荘地が注目されている(販売された

30 区画中 25 区画が成約している状況)。 

この他、益城町では、企業誘致（テクノリサーチパーク周辺）、宅地造成などの計画があ

り、御船町では、バイオマスタウン（竹の加工工場を作る企業開発）、旧田代東部小学校の

再利用（生涯教育、宅地開発事業、レクリエーション施設として検討中）などが計画とし

て進められているなど、沿線地域の自治体では整備に伴う開発の動きが進みつつある。 
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▲ １世帯当たりの自動車保有台数の推移 

熊本県 

（１．８６台／世帯）

嘉島町 

（２．５０台／世帯） 

益城町 

（２．２６台／世帯）

御船町 

（２．３０台／世帯） 

山都町 

（２．５６台／世帯） 

出典：熊本県統計年鑑、国勢調査、市町村別軽自動車車両数

（H17 値） 

2.0 台以上 
2.00 

沿線自治体の声 

山都町役場  山都町内の廃校になった校舎を利用して、通信制の高等学校

が昨年 10 月に開校しました。この学校の学区に制限はなく、

全国からの入校が可能である為、九州横断自動車道延岡線 嘉

島 JCT～矢部の整備後には熊本市内から通学する生徒が増え

ると思います。 

【御船町財政課企画財政課 ヒアリング結果】

 バイオマスタウン（竹の加工工場を作る企業開発）、旧田代東部小学校の再利用（生涯教育、宅

地開発事業、レクリエーション施設など使用方法は検討中）の計画を行っています。 

【山都町企画振興課 ヒアリング結果】

 企業誘致（テクノリサーチパーク周辺）、宅地造成などの計

画を行っています。 

 

【益城町財政課企画調整係 ヒアリング結果】



道路-６-９ 

２－２ 沿線地域の交通情勢 

 ○沿線地域の交通量 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部と並行する主要幹線道路は、国道 445 号、国道

218 号であり、沿線地域の主要な交通経路となっている。 

熊本都市圏と山都町の間の交通量は、これら２つの路線が分担しており、交通の分担率は

概ね半々(50 対 50)の状況にある。地域の断面交通(A－A 断面)は、平成 2 年と比較すると約

1.3 倍に増加している状況にある。 
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▲ 周辺主要幹線道路の交通量推移 ※各年道路交通センサス

Ａ

Ａ

Ｂ 

2,938

4,184 4,3363,788 4,186 4,319

▲路線の分担状況の変遷（Ａ－Ａ断面） 

計 8,655 台/12h 

約 1.3 倍

計 6,726 台/12h 
国道445号

国道218号

※各年道路交通センサス

増加傾向 増加傾向

乗用車類 大型自動車類

3,788

4,186

4,319
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道路-６-１０ 

３．事業の効果及び必要性 

 

効果１：地域間交流連携の支援 

 

九州横断道自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部により、主要都市間(熊本市⇔延岡市主要都市間)の

所要時間短縮はもちろん、熊本市内と山都町間の所要時間が大幅に短縮される。その上、無料

で通行できることにより、熊本市内への通勤・通学、通院や買い物といった日常活動で、一般

道と同様に利用することが可能である。この他、沿線地域の産業、観光、防災、医療などの様々

な用途でも同様に利用され、沿線地域間で日常的な交流の促進が期待される。 

これらのことより、九州横断道自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部は、沿線地域住民の生活圏

の拡大や沿線地域間の交流・連携を支援に寄与するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※●ＩＣは「地域の活性化を支援するＩＣ」として今後整備するＩＣ（平成２０年１１月末現在）

凡　　　　例

高速自動車国道

高速自動車国道に並行する
自動車専用道路

一般国道自動車専用道路

供　　用　　区　　間

整　備　計　画　区　間

う　ち　直　轄　区　間

基　本　計　画　区　間

供　　用　　区　　間

事　　業　　区　　間

計　　画　　区　　間

供　　　用　　　中

事　　　業　　　中

▲ 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の位置図 

N

▲所要時間の短縮 

本事業評価 
対象区間 

嘉島～矢部 
L=23km 

 

約3時間20分

約2時間約60分

約80分

短縮時間２０分 短縮時間１時間２０分



道路-６-１１ 

効果２：安定した公共交通ネットワークの形成 

 

宮崎県延岡市(人口約 13 万人)から＜延岡⇔熊本⇔福岡方面＞への公共交通はバス交通が唯一

の交通機関である。都市間を結ぶ高速バス：ごかせ号は１日 4 往復運行しており、輸送人員は

近年増加傾向にある。 

高速バスの運行ルートは、延岡～国道 218 号～九州縦貫自動車道(松橋 IC)～福岡であり国道

218 号を利用している。運行ルートの選定理由として、国道 218 号に並行する国道 445 号

は地形的な制約により急カーブ・急勾配が多く、斜面災害等により不安定な路線であるため、

遠回りではあるが国道２１８号を利用している状況にある。 

 九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、公共交通による移動時間を現在よりも

短縮(約 35 分短縮)させた経路による、安定した公共交通ネットワークの形成に寄与するもので

ある。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲長距離高速バス(福岡・熊本～延岡)の 
輸送人員の推移 

※高速バス『ごかせ号』に関するデータ等については、宮崎交通㈱へのヒアリング結果に基づく(H20.11)。 

55,983
54,760 53,746

55,420 56,507

30,000

40,000

50,000

60,000

H15 H16 H17 H18 H19

（人/年）

※宮崎交通㈱資料 

熊本・福岡～延岡・高千穂で乗車人員を見て

みると、明らかに増えてきているのが現状であ

る(特に昨年・今年と乗車人員は増えてきている)。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部が

整備されれば山都町～松橋 IC はバス停もない

為、山都町から直接高速で福岡まで運行でき、

時間短縮も図れるので、乗車人員の増に繋がれ

ば今後は積極的に展開していく。 

バス事業者の声 

▲高速バスの運行ルートと短縮時間（熊本 IC⇔山都町のルート比較） 

地域間の移動時間の短縮 

＋安定したサービスの提供 

N

62 分 

50 分 

25 分 37 分短縮 

12 分短縮 

R218 

延岡線

▲利用経路による走行短縮時間
（熊本 IC⇔山都町） 

公共交通（高速バス） 

利用者は近年増加傾向 

0 1 0 2 0 5 0 4 0 3 0 6 0 7 0 分 

59 分 

24 分 35 分短縮 



道路-６-１２ 

効果３：災害に強いネットワークの構築 

 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部に並行する国道 445 号には、異常気象時通行規制

区間(12.7km)が指定されている(過去に陥没等の災害も発生)。国道 445 号に並行する国道 218

号においても、災害による通行止め(通行規制)が H16 年以降 18 回あり、累計の規制時間は約

4,700 時間(約 200 日)にもおよぶ。 

また、H19.7 の台風 4 号では、国道 445 号・国道 218 号の両路線が同時に全面通行止め

となり、都市機能が集積する熊本市と山都町以東の地域間が寸断される事態に陥った。 

（迂回による損失時間は約 170 分：H17 センサス値に基づく試算値） 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、現道部の異常気象時通行止区間や土砂

崩れ等の災害時のリダンダンシーが確保され、災害に強いネットワークの構築に大きく寄与す

るものである。 

 

 

▲過去の規制状況と迂回ルート 

※迂回ルートの設定方法：Ｈ１７道路交通センサスに基づき、 

幅員 5.5m 以上改良済み区間を迂回ルートとして設定 

異常気象時通行止区間：連続雨量 200mm 以上又は時間雨量 30mm 以上の場合、通行止めを実施する区間 

▼国道４４５号と国道２１８号の災害による規制状況

※熊本県資料

R445、R218 の両路線が 

同時に全面通行止めの状況 

(H19.7) 

全面止区間

片側止区間

凡例；

迂回路 Ｈ19.7災害時
通行止め区間×
幅員5.5ｍ以下▲

N

迂回による損失時間：約 170 分 

路線名 規制形態 年 月日
時間
（h）

1 片側止 H18 6.26 29
2 全面止 H19 7.6 52

② 3 下益城郡 美里町 二和田 全面止 H19 7.6 174
③ 4 下益城郡 美里町 栗崎 全面止 H19 7.6 4

5 片側止 H18 6.26 7
6 全面止 H19 7.6 174

⑤ 7 下益城郡 美里町 涌井 片側止 H18 6.26 8

⑥ 8 下益城郡 美里町 内園 全面止 H19 7.6 3
⑦ 9 下益城郡 美里町 金木 全面止 H18 6.26 3
⑧ 10 下益城郡 美里町 北野 片交 H19 7.7 105

11 片側止 H17 7.6 5
12 全面止 H17 9.6 2
13 片側止 H18 6.26 7
14 全面止 H18 6.26 8

⑩ 15 上益城郡 山都町 白小野 片側止 H18 7.19 4,072
16 片側止 H16 8.23 2
17 片側止 H16 9.7 28

⑫ 18 上益城郡 山都町 南田 全面止 H19 7.7 3
4,686

1 片側止 H16 9.7 7
2 片側止 H18 6.26 2
3 全面止 H16 9.7 4
4 片側止 H17 9.6 1
6 全面止 H19 7.6 2

⑮ 7 上益城郡 山都町 杉木 全面止 H16 9.7 4
20

※上表の赤字は、上記文章中に記載している数値を示す。

美里町 清水

上益城郡 御船町

発生場所

① 下益城郡 美里町 今

区間No

山都町 牧野

万坂

上益城郡

合　計

④ 下益城郡

⑪

⑨ 下益城郡 美里町

合　計

Ｒ445

⑬ 上益城郡 御船町 滝尾

⑭ 七滝

Ｒ218

▲災害発生状況（国道２１８号：美里町 二和田） 
（平成１９年７月６日発生） 

▲災害発生状況（国道４４５号：御船町 滝尾） 
（平成７年発生） 

約 4,700 時間



道路-６-１３ 

効果４：救急医療活動の支援 

 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の沿線地域を圏域とする上益城消防組合では、年

間約 2,000 件を超える搬送件数があり、管轄エリア外への搬送が全体の約８割を占める。 

上益城消防組合の管轄エリアの山都町では、救急告示

医療機関(矢部広域病院)が H18.4 より“救急告示”を取

り止めたことにより、救急病院が立地する熊本市内への

管外搬送が増加している状況にある(山都町⇔熊本市内の搬

送時間は往復平均約 3 時間を要す)。 

山都町の消防署では現在、長距離・長時間の管轄エリ

ア外への搬送による『救急車・救急隊員不在』の状況を

できる限りなくすために、搬送経路途中の上益城消防署

で患者を待機中の救急車へ乗せかえて、熊本市内まで搬

送(リレー搬送)している状況にある。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、救急搬送における時

間短縮だけでなく、出動から帰署までの時間短縮(40 分短縮)により救急車・

救急隊員不在の状況を少なくし、町民の安心できる暮らしの提供に寄与する。 
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山都町 旧清和村 旧蘇陽町

現在(R445利用)

延岡線整備後

20 分 
短縮 

※熊本市内への搬送状況（時間やリレー搬送の状況）については、上益城消防組合へのヒアリング結果に基づく(H20.10)。 

救命救急センター：概ね２０床以上の専用病床を有し、２４時間態勢で重症及び複数の診療科領域にわたる全ての重篤な救急

患者に対する高度な診療機能を有する施設。 

救急告示医療機関：消防法に規定する救急隊により搬送される傷病者を担当する医療機関であり、申し出のあった一定の要件

を備えた病院または診療所を都道府県知事が認定するもの。 

▼平成１９年５月１４日 熊本日日新聞（２３面） 

▲上益城消防組合における搬送件数の 
  推移と管内・管外搬送の割合 ※上益城消防組合資料

1,960 2,002

2,299 2,346
2,275

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H15 H16 H17 H18 H19

19%

81% 管外
管内

搬送件数

（Ｈ１９実績値）

２，２７５件

（1.00）

（1.16）

（件/年）

総搬送件数は 
過去５箇年で 
約２割増加 
（全体の８割は管外搬送） 

▲山都町から熊本市内への平均搬送時間 

※上益城消防組合資料▲リレー搬送の状況 

上益城消防本部 ⇔ 熊本市内の病院

山都消防署 ⇔ 上益城消防本部

凡例；

上益城消防本部まで搬送 

山都消防署へ帰還 

熊本市内へ搬送 

N

６０分以内での 

搬送が可能に 

60 分

以内 

20 分 
短縮 

20 分 
短縮 

◇山都消防署からの搬送時間が往復40分

 短縮され、消防署の空白時間が減少 



道路-６-１４ 

効果５：新幹線・空港への利便性向上 

 

平成 23 年春に全線開通予定の九州新幹線(新熊本駅)や「阿蘇空港」から『阿蘇くまもと空港』

への愛称化(世界的に有名な「阿蘇」を名称に加え、全国へ“阿蘇＝熊本”という訴求を図ることも目的)な

ど、地域を取り巻く広域交通拠点が変革期を迎えようとしている。(熊本空港の航空旅客路線別輸

送実績は年々増加傾向：5 年で約 8%増加) 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、新幹線新駅や阿蘇くまもと空港へのア

クセス条件が改善し利便性が向上するとともに、高速バス交通との連携の可能性も高まり、地

域における新たな公共交通サービスの向上に寄与する。 

※九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備に伴い空港へのアクセス時間(山都町～ 

  阿蘇くまもと空港)が約 22 分短縮。 

                      阿蘇くまもと空港

ＪＲ熊本駅 

山都町役場 

2.85

3.04
3.00

3.06 3.07

2.50

2.70

2.90

3.10

H14 H15 H16 H17 H18

（百万人/年）

 

▲航空旅客路線別輸送実績の推移 

※熊本県統計年鑑

過去５箇年で約8%増加 

▲山都町中心地から新幹線駅・空港へのアクセスルート 

▲利用経路による新幹線駅・空港への走行短縮時間 

N

※ 駅 までのルート（整備前：国道４４５号 

※駅までのルート  （整備後：延岡線～九州縦貫自動車道(嘉島－御船)～国道４４５号 

※空港までのルート（整備前：国道４４５号～九州縦貫自動車道(御船－益城熊本空港)～主３６号 

※駅までのルート（  整備後：延岡線～九州縦貫自動車道(嘉島－益城熊本空港)～主３６号 

（H17 センサスの混雑時旅行速度、延岡線・縦貫道は V=80km/h にて算出） 

22 分短縮 

【ＪＲ熊本駅⇔山都町】 

延岡線 18 分短縮 

R445 80分（1時間20分） 

62 分（1 時間 2 分） 

54 分 

32 分 

【阿蘇くまもと空港⇔山都町】 

延岡線 

R445 



道路-６-１５ 

効果６：物流効率化の支援 

 

熊本と宮崎の県間物流量は、過去 5 年間(H17/H12)で約 2.6 倍に増加しており、物流面に

おける県間の結びつきが強まっていることがうかがえる。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の沿線地域に立地する飲料製造業の企業では、工

場から九州各県への輸送を実施しており、宮崎県については九州縦貫自動車道を利用して宮崎

市方面から北上する輸送ルート(Ｕの字型)としている状況にある。また、宮崎県延岡市から国

道 218 号を利用した輸送も１日あたり 10 台程度あり、循環型の高速輸送ネットワークが必

要とされている。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、熊本県と宮崎県(特に県北地域)との物流

の効率化に貢献するとともに、九州内の循環型の輸送ネットワークの一翼を担うものと考えら

れる。 

N

 

九州全域をカバーする製造拠点として、H15.7 に、ビール・発

泡酒と清涼飲料を同じ工場で生産する業界初の本格的なハイブリ

ッド(総合)工場が竣工、本格稼働を開始。(日本全国で４番目の工

場として竣工) 

サントリー九州 熊本工場（上益城郡嘉島町） 

物流効率化の観点からも九州のほぼ中央に位置し、九州自動

車道からも近く、熊本市や九州各地への輸送拠点として好立地

と判断している。九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部

の整備は、延岡市方面からの輸送等に効果があると思われま

す。 

※写真：サントリー九州熊本工場ＨＰより

▲サントリー九州熊本工場の工場見学は 

  観光スポットのひとつ(年間約17万人) 

▲循環型の輸送ルート 

【サントリー九州熊本工場 ヒアリング結果】

▲熊本県－宮崎県の県間物流量の変化

※物流センサス

7,506

18,751

1,751

4,914

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H12 H17 調査年（年）

県間流動量（t）

宮崎→熊本

熊本→宮崎

9,257

23,665 

0 

過去５箇年で約2.6倍増加 

配送ルート例①熊本市⇒鹿児島市⇒宮崎市⇒(復路：高速道路)⇒熊本市

配送ルート例②熊本市⇒宮崎市⇒延岡市⇒(復路：国道218号)⇒熊本 

■ 

サントリー九州熊本工場 

※延岡市→嘉島町延岡 

（平均10台/日） 

※嘉島町 

→鹿児島・宮崎方面 

 （平均25台/日） 

循環型の高速輸送 
ネットワークが必要 
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効果７：観光活動の支援 

 

上益城地域(上益城郡の５町)の観光客数は年間約 220 万人にのぼり、5 年前に比較すると約 2

割増加している。九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の嘉島ＪＣＴ(仮称)付近のサントリ

ー工場稼働を契機に地域内の観光客数は増加傾向にある(工場見学が観光スポットの一つ)。 

また、矢部 IC(仮称)付近の『通潤橋』は地域内の第 1 位の観光スポットであり、併設される

道の駅の利用者は近年増加傾向にある(H19/H17 約１割増)。近年の『通潤橋』観光の特徴とし

て、県内の“阿蘇”や宮崎県の“高千穂峡”の観光バスツアーの立寄り観光が目立ち、周辺地

域の観光スポットと一体となった観光圏域が形成されている。 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備は、複数の主要な観光地間の移動時間を短

縮するとともに、広域的な観光圏の発展に貢献するものである。 
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1.30

H15 H16 H17 H18 H19

上益城地域

熊本県

▲道の駅『通潤橋』の利用者数(レジカウント)の推移 

※道の駅「通潤橋」資料

▲上益城地域の観光客数(日帰り・宿泊)の推移 

※各年 観光統計表

過去３箇年で約１割増加 

過去５箇年で約２割増加 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備に伴い、客

数は増加すると考えます。また現在、高千穂、阿蘇の帰り道に、

渋滞を避けて通潤橋に立ち寄る観光の流れも目立ちます。延岡

線は、通潤橋道の駅と山都町民に大きな影響をもたらすことに

なると思います。 

道の駅館長の声 （通潤橋） 

H15.7 サントリー 

工場の稼働開始 

道の駅『通潤橋』 

▲観光周遊ルート 

通潤橋 

熊本城

阿蘇ﾌｧｰﾑﾗﾝﾄﾞ

高千穂峡

広域的な観光圏の形成 

立ち寄り観光の流れ

熊本市内からの観光客の流れ

凡例；

上益城地域の観光客の流れ

【道の駅「通潤橋」ヒアリング結果】

N

※H19 観光統計表 
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４．事業の投資効果（費用便益効果分析） 

 

（１）事業の目的 

  

 

 

（２）対象区間の費用便益分析結果【残事業】 

■便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合  計 

基準年 平成２０年度 供用年 平成２９年度 

初年便益（時価） 46 億円 9.6 億円 4.8 億円 61 億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
666 億円 138 億円 69 億円 873 億円

■費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 452 億円 131 億円 584 億円 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
380 億円 41 億円 422 億円 

■評価指標の算定結果 

費用便益分析（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ＝2.1 

（３）対象区間の費用便益分析結果【全事業】 

■便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合  計 

基準年 平成２０年度 供用年 平成２９年度 

初年便益（時価） 46 億円 9.6 億円 4.8 億円 61 億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
666 億円 138 億円 69 億円 873 億円

■費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 593 億円 131 億円 725 億円 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
530 億円 41 億円 572 億円 

■評価指標の算定結果 

費用便益分析（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ＝1.5 

九州横断自動車道延岡線は、熊本県熊本市の南に位置する嘉島町から宮崎県延岡市に至る国

土開発幹線自動車道であり、九州縦貫自動車道と東九州自動車道に直結し、これらと一体とな

って循環型の高速交通ネットワークを形成し、地域の発展に重要な役割を担うことはもとより、

九州全体の産業、経済、文化の交流発展に資することを目的とする。 
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５．事業の進捗状況 

５－１ 対象区間の事業経緯 

H3 基本計画決定(H3.12.20) 

H8 環境影響評価 

H9  整備計画(H9.3.8) 

H10 施工命令(H10.12.25) 

H15 第１回国土開発幹線自動車道建設会議の開催(前回再評価) 

H16 整備計画の変更(新直轄方式に移行) 

H17 用地協議着手、工事着手 

 

 

５－２ 対象区間の事業進捗状況 

 全体事業費 H19 末進捗 進捗率 

全体事業費 約 623 億円 約 117 億円 約 19％ 

うち用地補償費 約 28 億円 約 22 億円 約 77％ 

 

５－３ 前回評価との比較 

項 目 
第１回 

国幹会議※１ 

第２回 

国幹会議※２ 
今回評価 

区間 嘉島 JCT～矢部 嘉島 JCT～矢部 嘉島 JCT～矢部 

事業延長 23km 23km 23km 

事業費 約 774 億円（有料） 約 623 億円 約 623 億円 

残事業 

Ｂ／Ｃ 

1.3（有料） 

1.7（無料） 
- 2.1（無料） 

全事業 

Ｂ／Ｃ 

1.3（有料） 

1.7（無料） 
2.1（無料） 1.5（無料） 

  

 

 

 

 

※1：第１回 国土開発幹線自動車道建設会議（H15.12.25）で、事業評価を実施 

※2：第２回 国土開発幹線自動車道建設会議（H18.2.7）では、整備計画額の変更及び事業

評価の更新を実施 
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６．事業の進捗の見込み 

６－１ 対象区間の事業見通し 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の事業進捗率は平成 19 年度末現在、事業費ベ

ースで約 19％、そのうち用地進捗率は約 77％に達しており、工事にも一部着手している

ところである。今後は、事業効果を早期発現できるよう、引き続き用地買収を促進するとと

もに、トンネル工事等の事業進捗を図っていく予定である。 

 

６－２ 地域の協力体制 

本事業の推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立しており、円滑な事業執

行が可能である。 

 

項 目 内           容 

期成会等 九州横断自動車道延岡線建設促進期成会（熊本県）  (会長：山都町長) 

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進期成会 総会・総決起大会開催 

九州横断自動車道延岡線建設促進協議会       (会長：宮崎県知事) 

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進協議会 中央大会・地方大会開催 

九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会期成会   (会長：山都町議会議長)  

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会 期成会総決起大会開催 

九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会協議会   (会長：熊本市議会議長) 

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会協議会 総会開催 

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会協議会 要望開催 

                         (本省・整備局・事務所要望) 

九州横断自動車道延岡線建設促進民間協議会     (会長：山都町商工会長) 

 ・九州横断自動車道延岡線建設促進民間協議会 総決起大会・地方大会開催   

協力体制 九州横断自動車道（延岡線）「嘉島～山都」プロジェクトチーム・タスクフォース 

  組織構成： 熊本県、御船町、益城町、嘉島町、山都町、西日本高速道路㈱ 

  活動内容：・地元説明会等の住民との連絡調整 

  ・地元対応及び地域情報窓口 

       ・地元要望等の受付窓口 

           ・組織内部等への調整窓口 

       ・埋蔵文化財発掘調査（熊本県、益城町、山都町） 

 

 



道路-６-２０ 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備にあたっては、関係機関が一体となって事業

を推進する“核”となるプロジェクトチームを結成している。その下部組織として、県や国、自

治体、西日本高速道路（株）の担当職員で構成する「タスクフォース（実務部隊）」を併せて設

置しており、今後地元協議や用地買収等の実務を行い、早期供用を目指す。

新直轄事業推進プロジェクトチームの構成 
（九州横断自動車道 延岡線(嘉島～山都)

九州横断自動車道延岡線 嘉島～山都 
プロジェクトチーム 

【九州地整】熊本河川国道事務所長、技術副所長、用地対策官 
【熊本県】 土木部次長、道路整備課長、用地対策課長、 
      上益城地域振興局土木部長 
【市町村】 嘉島町長、益城町長、御船町長、山都町長 

嘉島町タスクフォース

益城町タスクフォース

御船町タスクフォース 

山都町タスクフォース 

【九州地整】熊本河川国道事務所工事課長、用地第二課長、 
建設監督官、用地官 

【熊本県】 用地対策課土木審議員、道路整備課幹線班課長補佐、 
上益城地域振興局企画調査課長、用地課長 

【市町村】 嘉島町企画情報課長、建設課長 
【西日本高速道路（株）】 熊本高速道路事務所熊本工事区工事長 

【九州地整】熊本河川国道事務所工事課長、用地第二課長、 
建設監督官、用地官 

【熊本県】 用地対策課土木審議員、道路整備課幹線班課長補佐、 
上益城地域振興局企画調査課長、用地課長 

【市町村】 益城町企画財政課長、建設課長 
【西日本高速道路（株）】 熊本高速道路事務所熊本工事区工事長 

【九州地整】熊本河川国道事務所工事課長、用地第二課長、 
建設監督官、用地官 

【熊本県】 用地対策課土木審議員、道路整備課幹線班課長補佐、 
上益城地域振興局企画調査課長、用地課長 

【市町村】 御船町企画財政課長、建設課長 

【九州地整】熊本河川国道事務所工事課長、用地第二課長、 
建設監督官、用地官 

【熊本県】 用地対策課土木審議員、道路整備課幹線班課長補佐、 
上益城地域振興局企画調査課長、用地課長 

【市町村】 山都町企画振興課長、建設課長、建設課高速道路対策室長 
 



道路-６-２１ 

①地域間交流への期待 

 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備に対する利用者の期待や、道路整備に対す

る意識調査を行った結果、全回答者の約６割が九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部を

必要としており、当該区間の整備に期待する声が多い。 

開通後に行ってみたい場所は宮崎県の観光地が上位に挙げられ、開通後の利用目的も「宮崎

県への観光(約 70％)」の全体回答数が最も多く、各地域毎での回答数は福岡都市圏(約 76％)、

熊本県(約 75％)となっている。また、宮崎県民の延岡線利用の目的は、「熊本への観光(約 60%)」

の他、「熊本市・福岡市への買物(約 40%)」が目立ち、宮崎県から北部九州までの移動距離が短

縮され、経済圏域として近くなることへの期待感が高い。 
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宮崎県への観光

熊本県への観光

仕事に関する運搬や移動

熊本市内への買い物

福岡県への買い物
サンプル数：n=1,000
回答数：n=1982

▲整備後に予定される利用目的複数回答可(上位抜粋) 

インターネットアンケート調査期間：平成 20 年 11 月 14 日（金）～平成 20 年 11 月 17 日（月） 

サンプル全体数（1,000 件）＝福岡都市圏（400 件）＋熊本県（400 件）＋宮崎県（200 件）  

＜早期実現への期待＞ 

・山地ばかりで熊本から延岡に抜けるのがとても不便なので早く高速を通して欲しい。 

・福岡～宮崎は走行距離が長く、運転手への負担が大きいので高速道路の早期整備を望む。 

＜地域間交流への期待＞ 

・福岡から宮崎県は遠く感じ今まで敬遠していましたが、開通したら一度は是非利用して宮崎県に 

 行ってみたいです。（福岡） 

・熊本県から宮崎県までの現道利用は、山間地を抜けていくか、迂回するしかなく、走行時間を 

かなり長く感じるため、宮崎県との距離がとても遠く感じてしまう。（熊本） 

・「陸の孤島」となっている宮崎県にとって、熊本や福岡への通院や買い物がしやすくなるため、 

延岡線が開通することはよいことだと思います。（宮崎） 

 

福岡都市圏、熊本県民、宮崎県民の声 

▲地域間交流の期待 

北部九州←宮崎県 
【購買を目的】 

北部九州→宮崎県 
【観光を目的】 

 

23%

38%

35%

4%

大変期待している

やや期待している

特に関心はない

期待はしていない

回答者数 

1,000 人 
 回答者の約６割は 

整備に期待！！ 

▲整備の必要性 

観光目的、購買目的 
による利用予定が 
上位を占める 
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(%)

▲整備後行ってみたい場所(上位抜粋) 

宮崎県への
観光需要が高い 

 

約 70% 

 

701 

468 

223 

186 

135 

(票) 

（約 76%） 

 
（約 75%） 

 
（約 60%） 

（約 40%） 

（約 40%）

福岡県

熊本県

宮崎県
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②沿線住民からみた事業に対する期待 

 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部の整備において、ＩＣ整備予定地の山都

町の住民(全世帯：約 6,500 世帯)に対し意識調査を行った結果、全回答者の約８割が事

業に対する期待感を持っていることが分かった。 

当該事業の整備によって、日常的な生活行動(買い物・通院・通勤など)への影響が大き

く、中には『当該事業により、山都町に永住することを決めた』という意見もあり、

当該事業が定住促進への効果にも期待することできる。 

今後必要とする整備計画として、ＩＣ整備予定地外の清和・蘇陽の地区では高速道

路整備に関する意見が多く、今後の整備への期待も伺うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速道路の出入り口につながる、周辺地方道路の整備

町内に大きな病院の建設

観光客が集まるような観光施設やアピールが必要

団地やニュータウンを建設して、若い人を多く定住させること

市内と町内を往復する高速バス路線を新たに作ること

町内に大きなショッピングセンターの建設

その他

＜周辺環境の変化＞ 

・住民に期待感が生まれ、地域づくりなどの話し合いが多くされるようになりました。

・町自体が活発になったように思う。 

＜将来への期待＞ 

・通院や買い物などの面で、市内へ短時間で行ける便利さは大きな影響。 

・（熊本市内）職場への通勤が可能になり、同居することを考えている。 

・将来に希望がもてるようになった。・山都町に永住することを決めた。 

・県外の親戚から「（延岡線は）いつ頃完成する？完成したら頻繁に山都町へ来ることが

 できる。高齢になったが、運転ができるうちに早く開通してほしい」と待ち望んだ声

 を聞きます。 

・若い人たちが地元に残り活性化に貢献し、子供達が増えていくことを期待しています。

山都町民の声 

▲必要とする整備計画の割合 （複数回答可） 

▲高速道路の使用目的 （複数回答） 
n＝3,950

やや、期待している
36%

期待はしていない
7%

特に関心はない
14%

大変期待している
43%

▲事業に対する期待 

n＝2,055 

全体 n＝2,001 

 回答者の約８割 

は整備に期待！ 

蘇陽

清和 

矢部 

（3,894 世 帯 ） 

（1,031 世 帯 ） 

（1,602 世 帯 ） 

山都町 

【全 6,527 世帯対象】 

▲アンケート対象地域 

アンケート調査実施期間：平成 20 年 11 月 4 日（火）～11 月 21 日（金） 

配布数：6，527 票 回収数：2,125 票 （回収率 32.6％） 

n=1,290 

n=441 

n=270 20.1

19.6

18.8

19.2

18.8

18.6

19.1

17.6

17.3

15.3

16.0

13.6

14.1

12.2

6.6

8.2

10.3

5.0

4.6

4.920.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

蘇陽

清和

矢部

94

198

773

403

675

782

1,025

0 200 400 600 800 1000 1200

その他

福岡県内への買物

観光・行楽・レジャー

通勤、通学

仕事に関する運搬や移動

通院

熊本市内への買物

日常生活関連

レジャー・観光関連
ＩＣ周辺地方道路の整備への期待 
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７．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

 

７－１ 対象区間のコスト縮減の対応 

事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的な活用及び平面線形の見直し

や発生土の有効利用等により、着実なコスト縮減を図るとともに、早期供用によ

る事業執行の時間的コスト低減に向け、計画的・重点的整備により効率性の向上

を図る。 

７－２ 対象区間の代替案等の可能性 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部は、地形条件、貴重な動植物の保

護、文化財・化石包蔵地、集落、公共施設等のコントロールポイントを総合的

に勘案して計画したものであり、代替案の可能性は無い。 

 

 

８．対応方針（原案） 

【事業継続】 

九州横断自動車道延岡線 嘉島 JCT～矢部は、既存の東九州自動車道及び九州

縦貫自動車道と連絡することにより、高速道路ネットワークの一部を形成し、物

流の効率化及び地域産業の活性化等、当該地域の発展に寄与することを目的とし

て整備するものである。 

また、本路線の早期完成を求める声は強く、地元自治体などから積極的な整備

促進要望がなされているところである。 

事業進捗率は、事業費ベースで約 19％、そのうち用地進捗率は、約 77％に達

しており、工事にも一部着手しているところである。引き続き早期完成に向けて

事業推進することにより、高速ネットワークが形成され、周辺地域等への整備効

果の発現が大きく期待できることから、全線供用に向けて事業を継続することと

したい。 
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全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

□
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
代

替
す

る
緊

急
輸

送
道

路
路

線
名

：
国

道
2
1
8
号

･
国

道
4
4
5
号

代
替

す
る

区
間

：
国

道
2
1
8
号

(
松

橋
～

矢
部

)
、

国
道

4
4
5
号

(
御

船
～

矢
部

)

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

■
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
国

道
4
4
5
号

：
異

常
気

象
時

通
行

止
め

(
連

続
雨

量
2
0
0
m
m
以

上
ま

た
は

、
時

間
雨

量
3
0
m
m
以

上
)
⇒

解
消

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
4
,
0
3
2
.
8
t
/
年

(
費

用
便

益
分

析
対

象
エ

リ
ア

＝
熊

本
県

,
宮

崎
県

)

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
／

平
行

区
間

等
）

：
（

費
用

便
益

分
析

対
象

エ
リ

ア
＝

熊
本

県
、

宮
崎

県
）

排
出

削
減

量
：

4
.
7
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

0
.
0
4
％

削
減

（
バ

イ
パ

ス
事

業
の

場
合

）
バ

イ
パ

ス
等

に
つ

い
て

N
O
x
排

出
増

加
量

：
7
7
.
4
t
／

年

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
／

平
行

区
間

等
）

：
（

費
用

便
益

分
析

対
象

エ
リ

ア
＝

熊
本

県
、

宮
崎

県
）

排
出

削
減

量
：

2
.
3
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

0
.
1
9
％

削
減

（
バ

イ
パ

ス
事

業
の

場
合

）
バ

イ
パ

ス
等

に
つ

い
て

Ｓ
Ｐ

Ｍ
排

出
増

加
量

：
5
.
9
t
／

年

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その

他の別

九州横断自動車道
延岡線

嘉島JCT～矢部 23.0Ｋｍ 高規格（新直轄） ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

4,300～13,800 2 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成２０年度

単純合計 593億円 131億円 725億円 

うち残事業分 452億円 131億円 584億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

530億円 41億円 572億円 

うち残事業分 380億円 41億円 422億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成２０年度

供 用 年 平成２９年度

単年便益
（初年便益）

46億円 9.6億円 4.8億円 61億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

666億円 138億円 69億円 873億円 

うち残事業分 666億円 138億円 69億円 873億円 



道路-６-２９ 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 4,300～13,800 ±１０％

事業費 452億円 ±１０％

事業期間 8 ±２０％

様式記入上の留意点
１．基準年は評価実施年度とする。残事業分は評価実施年度の翌年度以降分を計上。
２．費用及び便益額は整数止（費用・便益の額によって小数点以下２桁）とする。
３．費用便益比は小数点以下１桁とする。
４．単年便益（初年便益）は４月１日供用を前提として算出

経済的純現在価値（残事業）

1.9～2.3

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

経済的内部収益率（残事業） 8.8%

1.9～2.3

1.9～2.3

451億円 

費用便益比（全体事業費） 1.5

費用便益比（残事業費） 2.1

経済的純現在価値（事業全体） 301億円 

経済的内部収益率（事業全体） 6.3%



道路-６-３０ 

交通状況の変化

事業名：九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部 【全事業】

（推計時点    Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

国道
４４５号
：26.7km

②主な周

辺道路※4

(主)熊本
高森線
：30.7km

国道
５７号
：3.7km

国道
３２５号
：0.9km

国道
２１８号
:32.4km

①新設・改築道路
[九州横断自動車道]

：23.0km

5.0

9.3

12,216 12,172

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

1.0

8,000

6,700

42

合計：8665.5km

③その他道路合計
:8548.1km

様式－３①

51

7,900

39

整備あり(B)整備なし(A)

39

6,200

12,500

42

18

16

33

2,600

7.7

5.0

9,600

42

44

12,051 12,035

6,300

1.31.8

走行時間短縮便益
(A - B)

1.0

51 28

3,800

42

52

11,300

5,900

46
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事業名：九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部 【全事業】

九州横断自動車道延岡線
嘉島JCT～矢部

主な周辺道路

主な周辺道路

延長＝２３．０km
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交通状況の変化

事業名：九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部【残事業】

（推計時点    Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

51 28

3,800

42

52

11,300

5,900

46

44

12,051 12,035

6,300

1.31.8

走行時間短縮便益
(A - B)

1.0

7.7

5.0

9,600

42

39

6,200

12,500

42

18

16

33

2,600

合計：8665.5km

③その他道路合計
:8548.1km

様式－３①

51

7,900

39

整備あり(B)整備なし(A)

5.0

9.3

12,216 12,172

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

1.0

8,000

6,700

42

国道
４４５号
：26.7km

②主な周

辺道路※4

(主)熊本
高森線
：30.7km

国道
５７号
：3.7km

国道
３２５号
：0.9km

国道
２１８号
:32.4km

①新設・改築道路
[九州横断自動車道]

：23.0km
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事業名：九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部【残事業】

九州横断自動車道延岡線
嘉島JCT～矢部

主な周辺道路

主な周辺道路

延長＝２３．０km
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成20年度

１時点のみ推計 ■（H42）

複数時点での推計 □(　)

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

推計の状況

速度設定の
考え方

■

■
（H17センサス）

□

簡易手法の

採択理由

有の場合のみ

いずれかのみの

推計の場合

交通流の
推計時点

算出マニュアル

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路線、等

が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重

平均速度」を用いた。
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事業名： 九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走行
経費減少・交通事故

減少以外の便益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載
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事業名： 九州横断自動車道延岡線 嘉島ＪＣＴ～矢部

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

維持管理費

雪寒費

事業費

過去５年間（H15～H19）において九州地整にて執行した維持管理費に関する費用の平均



道路-６-３７ 

様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部【全事業】 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 23 2.8

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－20年目 H 9 1.5395 103.3 0.09 0.13
－19年目 H 10 1.4802 102.8 1.5 1.9
－18年目 H 11 1.4233 101.3 2.5 3.3
－17年目 H 12 1.3686 99.7 1.1 1.4
－16年目 H 13 1.3159 98.4 2.2 2.7
－15年目 H 14 1.2653 96.6 0.98 1.2
－14年目 H 15 1.2167 95.4 6.0 7.0
－13年目 H 16 1.1699 94.4 6.3 7.2
－12年目 H 17 1.1249 93.2 14 16
－11年目 H 18 1.0816 92.5 47 50
－10年目 H 19 1.0400 91.7 29 30
－9年目 H 20 1.0000 91.7 30 30
－8年目 H 21 0.9615 91.7 57 54
－7年目 H 22 0.9246 91.7 57 52
－6年目 H 23 0.8890 91.7 57 50
－5年目 H 24 0.8548 91.7 57 48
－4年目 H 25 0.8219 91.7 57 46
－3年目 H 26 0.7903 91.7 57 45
－2年目 H 27 0.7599 91.7 57 43
－1年目 H 28 0.7307 91.7 57 41

供用開始年次 H 29 0.7026 91.7 2.6 1.8
1年目 H 30 0.6756 91.7 2.6 1.8
2年目 H 31 0.6496 91.7 2.6 1.7
3年目 H 32 0.6246 91.7 2.6 1.6
4年目 H 33 0.6006 91.7 2.6 1.6
5年目 H 34 0.5775 91.7 2.6 1.5
6年目 H 35 0.5553 91.7 2.6 1.5
7年目 H 36 0.5339 91.7 2.6 1.4
8年目 H 37 0.5134 91.7 2.6 1.3
9年目 H 38 0.4936 91.7 2.6 1.3
10年目 H 39 0.4746 91.7 2.6 1.2
11年目 H 40 0.4564 91.7 2.6 1.2
12年目 H 41 0.4388 91.7 2.6 1.2
13年目 H 42 0.4220 91.7 2.6 1.1
14年目 H 43 0.4057 91.7 2.6 1.1
15年目 H 44 0.3901 91.7 2.6 1.0
16年目 H 45 0.3751 91.7 2.6 0.99
17年目 H 46 0.3607 91.7 2.6 0.95
18年目 H 47 0.3468 91.7 2.6 0.91
19年目 H 48 0.3335 91.7 2.6 0.88
20年目 H 49 0.3207 91.7 2.6 0.84
21年目 H 50 0.3083 91.7 2.6 0.81
22年目 H 51 0.2965 91.7 2.6 0.78
23年目 H 52 0.2851 91.7 2.6 0.75
24年目 H 53 0.2741 91.7 2.6 0.72
25年目 H 54 0.2636 91.7 2.6 0.69
26年目 H 55 0.2534 91.7 2.6 0.67
27年目 H 56 0.2437 91.7 2.6 0.64
28年目 H 57 0.2343 91.7 2.6 0.62
29年目 H 58 0.2253 91.7 2.6 0.59
30年目 H 59 0.2166 91.7 2.6 0.57
31年目 H 60 0.2083 91.7 2.6 0.55
32年目 H 61 0.2003 91.7 2.6 0.53
33年目 H 62 0.1926 91.7 2.6 0.51
34年目 H 63 0.1852 91.7 2.6 0.49
35年目 H 64 0.1780 91.7 2.6 0.47
36年目 H 65 0.1712 91.7 2.6 0.45
37年目 H 66 0.1646 91.7 2.6 0.43
38年目 H 67 0.1583 91.7 2.6 0.42
39年目 H 68 0.1522 91.7 2.6 0.40
40年目 H 69 0.1463 91.7 2.6 0.38
41年目 H 70 0.1407 91.7 2.6 0.37
42年目 H 71 0.1353 91.7 2.6 0.36
43年目 H 72 0.1301 91.7 2.6 0.34
44年目 H 73 0.1251 91.7 2.6 0.33
45年目 H 74 0.1203 91.7 2.6 0.32
46年目 H 75 0.1157 91.7 2.6 0.30
47年目 H 76 0.1112 91.7 2.6 0.29
48年目 H 77 0.1069 91.7 2.6 0.28
49年目 H 78 0.1028 91.7 -16 -1.6 2.6 0.27
  合　計 577 530 131 41

単純事業費計 593 131

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



道路-６-３８ 

様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部【残事業】 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 23 2.8

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－9年目 H 20 1.0000 91.7
－8年目 H 21 0.9615 91.7 57 54
－7年目 H 22 0.9246 91.7 57 52
－6年目 H 23 0.8890 91.7 57 50
－5年目 H 24 0.8548 91.7 57 48
－4年目 H 25 0.8219 91.7 57 46
－3年目 H 26 0.7903 91.7 57 45
－2年目 H 27 0.7599 91.7 57 43
－1年目 H 28 0.7307 91.7 57 41

供用開始年次 H 29 0.7026 91.7 2.6 1.8
1年目 H 30 0.6756 91.7 2.6 1.8
2年目 H 31 0.6496 91.7 2.6 1.7
3年目 H 32 0.6246 91.7 2.6 1.6
4年目 H 33 0.6006 91.7 2.6 1.6
5年目 H 34 0.5775 91.7 2.6 1.5
6年目 H 35 0.5553 91.7 2.6 1.5
7年目 H 36 0.5339 91.7 2.6 1.4
8年目 H 37 0.5134 91.7 2.6 1.3
9年目 H 38 0.4936 91.7 2.6 1.3
10年目 H 39 0.4746 91.7 2.6 1.2
11年目 H 40 0.4564 91.7 2.6 1.2
12年目 H 41 0.4388 91.7 2.6 1.2
13年目 H 42 0.4220 91.7 2.6 1.1
14年目 H 43 0.4057 91.7 2.6 1.1
15年目 H 44 0.3901 91.7 2.6 1.0
16年目 H 45 0.3751 91.7 2.6 0.99
17年目 H 46 0.3607 91.7 2.6 0.95
18年目 H 47 0.3468 91.7 2.6 0.91
19年目 H 48 0.3335 91.7 2.6 0.88
20年目 H 49 0.3207 91.7 2.6 0.84
21年目 H 50 0.3083 91.7 2.6 0.81
22年目 H 51 0.2965 91.7 2.6 0.78
23年目 H 52 0.2851 91.7 2.6 0.75
24年目 H 53 0.2741 91.7 2.6 0.72
25年目 H 54 0.2636 91.7 2.6 0.69
26年目 H 55 0.2534 91.7 2.6 0.67
27年目 H 56 0.2437 91.7 2.6 0.64
28年目 H 57 0.2343 91.7 2.6 0.62
29年目 H 58 0.2253 91.7 2.6 0.59
30年目 H 59 0.2166 91.7 2.6 0.57
31年目 H 60 0.2083 91.7 2.6 0.55
32年目 H 61 0.2003 91.7 2.6 0.53
33年目 H 62 0.1926 91.7 2.6 0.51
34年目 H 63 0.1852 91.7 2.6 0.49
35年目 H 64 0.1780 91.7 2.6 0.47
36年目 H 65 0.1712 91.7 2.6 0.45
37年目 H 66 0.1646 91.7 2.6 0.43
38年目 H 67 0.1583 91.7 2.6 0.42
39年目 H 68 0.1522 91.7 2.6 0.40
40年目 H 69 0.1463 91.7 2.6 0.38
41年目 H 70 0.1407 91.7 2.6 0.37
42年目 H 71 0.1353 91.7 2.6 0.36
43年目 H 72 0.1301 91.7 2.6 0.34
44年目 H 73 0.1251 91.7 2.6 0.33
45年目 H 74 0.1203 91.7 2.6 0.32
46年目 H 75 0.1157 91.7 2.6 0.30
47年目 H 76 0.1112 91.7 2.6 0.29
48年目 H 77 0.1069 91.7 2.6 0.28
49年目 H 78 0.1028 91.7 -1.9 -0.20 2.6 0.27
  合　計 450 380 131 41

単純事業費計 452 131

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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9
9
7
6
8

0
.
9
9
2
0
3

0
.3

6
0
7

9
1
.7

2
5

7
.7

1
1

4
3

1
5

5
.6

1
.3

1
.9

8
.9

3
.2

4
.5

1
.6

5
6

2
0

1
8
年

目
H

4
7

0
.
9
8
9
3
7

0
.
9
9
7
6
7

0
.
9
9
1
9
6

0
.3

4
6
8

9
1
.7

2
4

7
.7

1
1

4
3

1
5

5
.6

1
.3

1
.9

8
.8

3
.1

4
.4

1
.5

5
6

1
9

1
9
年

目
H

4
8

0
.
9
8
9
2
6

0
.
9
9
7
6
6

0
.
9
9
1
9
0

0
.3

3
3
5

9
1
.7

2
4

7
.7

1
1

4
2

1
4

5
.5

1
.3

1
.9

8
.8

2
.9

4
.4

1
.5

5
5

1
8

2
0
年

目
H

4
9

0
.
9
8
9
1
4

0
.
9
9
7
6
6

0
.
9
9
1
8
3

0
.3

2
0
7

9
1
.7

2
4

7
.7

1
1

4
2

1
3

5
.5

1
.3

1
.9

8
.7

2
.8

4
.3

1
.4

5
5

1
8

2
1
年

目
H

5
0

0
.
9
8
9
0
2

0
.
9
9
7
6
5

0
.
9
9
1
7
6

0
.3

0
8
3

9
1
.7

2
4

7
.6

1
1

4
2

1
3

5
.4

1
.3

1
.9

8
.6

2
.7

4
.3

1
.3

5
5

1
7

2
2
年

目
H

5
1

0
.
9
8
8
9
0

0
.
9
9
7
6
5

0
.
9
9
1
6
9

0
.2

9
6
5

9
1
.7

2
3

7
.6

1
0

4
1

1
2

5
.3

1
.3

1
.9

8
.6

2
.5

4
.3

1
.3

5
4

1
6

2
3
年

目
H

5
2

0
.
9
8
8
7
7

0
.
9
9
7
6
4

0
.
9
9
1
6
2

0
.2

8
5
1

9
1
.7

2
3

7
.6

1
0

4
1

1
1
.7

5
.3

1
.3

1
.9

8
.5

2
.4

4
.2

1
.2

5
4

1
5

2
4
年

目
H

5
3

0
.
9
8
8
6
5

0
.
9
9
7
6
4

0
.
9
9
1
5
5

0
.2

7
4
1

9
1
.7

2
3

7
.6

1
0

4
1

1
1
.2

5
.2

1
.3

1
.9

8
.4

2
.3

4
.2

1
.2

5
3

1
5

2
5
年

目
H

5
4

0
.
9
8
8
5
2

0
.
9
9
7
6
3

0
.
9
9
1
4
8

0
.2

6
3
6

9
1
.7

2
3

7
.6

1
0

4
0

1
0
.7

5
.2

1
.3

1
.9

8
.4

2
.2

4
.2

1
.1

5
3

1
4

2
6
年

目
H

5
5

0
.
9
8
8
3
8

0
.
9
9
7
6
3

0
.
9
9
1
4
1

0
.2

5
3
4

9
1
.7

2
2

7
.5

1
0

4
0

1
0
.2

5
.1

1
.3

1
.9

8
.3

2
.1

4
.1

1
.0

5
3

1
3

2
7
年

目
H

5
6

0
.
9
8
8
2
5

0
.
9
9
7
6
2

0
.
9
9
1
3
3

0
.2

4
3
7

9
1
.7

2
2

7
.5

1
0
.4

4
0

9
.7

5
.0

1
.3

1
.9

8
.2

2
.0

4
.1

1
.0

5
2

1
3

2
8
年

目
H

5
7

0
.
9
8
8
1
1

0
.
9
9
7
6
1

0
.
9
9
1
2
6

0
.2

3
4
3

9
1
.7

2
2

7
.5

1
0
.3

4
0

9
.3

5
.0

1
.3

1
.9

8
.2

1
.9

4
.1

0
.9

5
5
2

1
2

2
9
年

目
H

5
8

0
.
9
8
7
9
6

0
.
9
9
7
6
1

0
.
9
9
1
1
8

0
.2

2
5
3

9
1
.7

2
1

7
.5

1
0
.3

3
9

8
.9

4
.9

1
.3

1
.9

8
.1

1
.8

4
.0

0
.9

1
5
1

1
2

3
0
年

目
H

5
9

0
.
9
8
7
8
2

0
.
9
9
7
6
0

0
.
9
9
1
1
0

0
.2

1
6
6

9
1
.7

2
1

7
.5

1
0
.3

3
9

8
.4

4
.9

1
.3

1
.9

8
.0

1
.7

4
.0

0
.8

6
5
1

1
1
.0

3
1
年

目
H

6
0

0
.
9
8
7
6
7

0
.
9
9
7
6
0

0
.
9
9
1
0
2

0
.2

0
8
3

9
1
.7

2
1

7
.5

1
0
.3

3
9

8
.1

4
.8

1
.3

1
.9

8
.0

1
.7

4
.0

0
.8

2
5
1

1
0
.5

3
2
年

目
H

6
1

0
.
9
8
7
5
1

0
.
9
9
7
5
9

0
.
9
9
0
9
4

0
.2

0
0
3

9
1
.7

2
1

7
.4

1
0
.2

3
8

7
.7

4
.7

1
.3

1
.9

7
.9

1
.6

3
.9

0
.7

9
5
0

1
0
.1

3
3
年

目
H

6
2

0
.
9
8
7
3
5

0
.
9
9
7
5
9

0
.
9
9
0
8
6

0
.1

9
2
6

9
1
.7

2
0

7
.4

1
0
.2

3
8

7
.3

4
.7

1
.3

1
.9

7
.8

1
.5

3
.9

0
.7

5
5
0

9
.6

3
4
年

目
H

6
3

0
.
9
8
7
1
9

0
.
9
9
7
5
8

0
.
9
9
0
7
7

0
.1

8
5
2

9
1
.7

2
0

7
.4

1
0
.2

3
8

7
.0

4
.6

1
.3

1
.9

7
.8

1
.4

3
.8

0
.7

1
4
9

9
.1

3
5
年

目
H

6
4

0
.
9
8
7
0
3

0
.
9
9
7
5
7

0
.
9
9
0
6
9

0
.1

7
8
0

9
1
.7

2
0

7
.4

1
0
.2

3
7

6
.7

4
.6

1
.3

1
.9

7
.7

1
.4

3
.8

0
.6

8
4
9

8
.7

3
6
年

目
H

6
5

0
.
9
8
6
8
5

0
.
9
9
7
5
7

0
.
9
9
0
6
0

0
.1

7
1
2

9
1
.7

2
0

7
.4

1
0
.1

3
7

6
.4

4
.5

1
.3

1
.9

7
.6

1
.3

3
.8

0
.6

5
4
9

8
.3

3
7
年

目
H

6
6

0
.
9
8
6
6
8

0
.
9
9
7
5
6

0
.
9
9
0
5
1

0
.1

6
4
6

9
1
.7

1
9

7
.3

1
0
.1

3
7

6
.1

4
.5

1
.3

1
.8

7
.6

1
.2

3
.7

0
.6

2
4
8

7
.9

3
8
年

目
H

6
7

0
.
9
8
6
5
0

0
.
9
9
7
5
6

0
.
9
9
0
4
2

0
.1

5
8
3

9
1
.7

1
9

7
.3

1
0
.1

3
7

5
.8

4
.4

1
.3

1
.8

7
.5

1
.2

3
.7

0
.5

9
4
8

7
.6

3
9
年

目
H

6
8

0
.
9
8
6
3
2

0
.
9
9
7
5
5

0
.
9
9
0
3
3

0
.1

5
2
2

9
1
.7

1
9

7
.3

1
0
.1

3
6

5
.5

4
.3

1
.3

1
.8

7
.4

1
.1

3
.7

0
.5

6
4
7

7
.2

4
0
年

目
H

6
9

0
.
9
8
6
1
3

0
.
9
9
7
5
4

0
.
9
9
0
2
3

0
.1

4
6
3

9
1
.7

1
9

7
.3

1
0
.0

3
6

5
.3

4
.3

1
.3

1
.8

7
.4

1
.1

3
.6

0
.5

3
4
7

6
.9

4
1
年

目
H

7
0

0
.
9
8
5
9
3

0
.
9
9
7
5
4

0
.
9
9
0
1
4

0
.1

4
0
7

9
1
.7

1
8

7
.3

1
0
.0

3
6

5
.0

4
.2

1
.3

1
.8

7
.3

1
.0

3
3
.6

0
.5

1
4
7

6
.6

4
2
年

目
H

7
1

0
.
9
8
5
7
3

0
.
9
9
7
5
3

0
.
9
9
0
0
4

0
.1

3
5
3

9
1
.7

1
8

7
.3

1
0
.0

3
5

4
.8

4
.2

1
.2

1
.8

7
.2

0
.9

8
3
.6

0
.4

8
4
6

6
.2

4
3
年

目
H

7
2

0
.
9
8
5
5
2

0
.
9
9
7
5
3

0
.
9
8
9
9
4

0
.1

3
0
1

9
1
.7

1
8

7
.2

1
0
.0

3
5

4
.6

4
.1

1
.2

1
.8

7
.2

0
.9

3
3
.5

0
.4

6
4
6

6
.0

4
4
年

目
H

7
3

0
.
9
8
5
3
1

0
.
9
9
7
5
2

0
.
9
8
9
8
4

0
.1

2
5
1

9
1
.7

1
8

7
.2

9
.9

3
5

4
.3

4
.0

1
.2

1
.8

7
.1

0
.8

9
3
.5

0
.4

4
4
5

5
.7

4
5
年

目
H

7
4

0
.
9
8
5
0
9

0
.
9
9
7
5
1

0
.
9
8
9
7
3

0
.1

2
0
3

9
1
.7

1
7

7
.2

9
.9

3
4

4
.1

4
.0

1
.2

1
.8

7
.0

0
.8

5
3
.5

0
.4

2
4
5

5
.4

4
6
年

目
H

7
5

0
.
9
8
4
8
7

0
.
9
9
7
5
1

0
.
9
8
9
6
3

0
.1

1
5
7

9
1
.7

1
7

7
.2

9
.9

3
4

4
.0

3
.9

1
.2

1
.8

7
.0

0
.8

1
3
.4

0
.4

0
4
5

5
.2

4
7
年

目
H

7
6

0
.
9
8
4
6
3

0
.
9
9
7
5
0

0
.
9
8
9
5
2

0
.1

1
1
2

9
1
.7

1
7

7
.2

9
.9

3
4

3
.8

3
.9

1
.2

1
.8

6
.9

0
.7

7
3
.4

0
.3

8
4
4

4
.9

4
8
年

目
H

7
7

0
.
9
8
4
3
9

0
.
9
9
7
5
0

0
.
9
8
9
4
1

0
.1

0
6
9

9
1
.7

1
7

7
.1

9
.8

3
4

3
.6

3
.8

1
.2

1
.8

6
.8

0
.7

3
3
.4

0
.3

6
4
4

4
.7

4
9
年

目
H

7
8

0
.
9
8
4
1
5

0
.
9
9
7
4
9

0
.
9
8
9
2
9

0
.1

0
2
8

9
1
.7

1
6

7
.1

9
.8

3
3

3
.4

3
.7

1
.2

1
.8

6
.8

0
.6

9
3
.3

0
.3

4
4
3

4
.5

合
　

計
 

1
,1

1
7

3
7
9

5
2
2

2
,0

1
8

6
6
6

2
5
6

6
5

9
5

4
1
7

1
3
8

2
0
8

6
9

2
,6

4
2

8
7
3

年
度

（
基

準
年

）

H
2
0
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様

式
－

５

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：
九

州
横

断
自

動
車

道
延

岡
線

 嘉
島

J
C

T
～

矢
部

【
残

事
業

】

合
　

　
　

計

総
走

行
台

ｷ
ﾛ
の

年
次

別
伸

び
率

割
戻

率
G

D
P

走
行

時
間

短
縮

便
益

(億
円

)
走

行
経

費
減

少
便

益
(億

円
)

 事
故

減
少

便
益

(億
円

)
(億

円
)

(南
九

州
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
)

デ
フ

レ
ー

タ
現

在
価

値
現

在
価

値
現

在
価

値
便

益
合

計
現

在
価

値

年
次

乗
用

車
類

貨
物

車
類

全
  

車
(A

)
乗

用
車

類
小

型
貨

物
普

通
貨

物
①

　
計

①
×

(A
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

②
　

計
(A

)×
②

③
③

×
(A

)
(①

～
③

)
割

引
率

4
%

供
用

開
始

年
次

H
2
9

0
.
9
9
7
2
3

0
.
9
9
4
2
1

0
.
9
9
6
3
1

0
.7

0
2
6

9
1
.7

2
7

8
.2

1
1

4
6

3
2

6
.1

1
.4

2
.1

9
.6

6
.7

4
.8

3
.4

6
1

4
3

1
年

目
H

3
0

0
.
9
9
7
2
2

0
.
9
9
4
1
8

0
.
9
9
6
2
9

0
.6

7
5
6

9
1
.7

2
7

8
.1

1
1

4
6

3
1

6
.1

1
.4

2
.0

9
.5

6
.4

4
.8

3
.2

6
0

4
1

2
年

目
H

3
1

0
.
9
9
7
2
1

0
.
9
9
4
1
5

0
.
9
9
6
2
8

0
.6

4
9
6

9
1
.7

2
7

8
.1

1
1

4
6

3
0

6
.1

1
.4

2
.0

9
.5

6
.2

4
.8

3
.1

6
0

3
9

3
年

目
H

3
2

0
.
9
9
6
8
1

0
.
9
9
6
6
8

0
.
9
9
6
7
7

0
.6

2
4
6

9
1
.7

2
6

8
.0

1
1

4
6

2
8

6
.1

1
.4

2
.0

9
.5

5
.9

4
.7

3
.0

6
0

3
7

4
年

目
H

3
3

0
.
9
9
6
8
0

0
.
9
9
6
6
6

0
.
9
9
6
7
6

0
.6

0
0
6

9
1
.7

2
6

8
.0

1
1

4
5

2
7

6
.0

1
.4

2
.0

9
.4

5
.7

4
.7

2
.8

6
0

3
6

5
年

目
H

3
4

0
.
9
9
6
7
9

0
.
9
9
6
6
5

0
.
9
9
6
7
5

0
.5

7
7
5

9
1
.7

2
6

8
.0

1
1

4
5

2
6

6
.0

1
.4

2
.0

9
.4

5
.4

4
.7

2
.7

5
9

3
4

6
年

目
H

3
5

0
.
9
9
6
7
8

0
.
9
9
6
6
4

0
.
9
9
6
7
4

0
.5

5
5
3

9
1
.7

2
6

8
.0

1
1

4
5

2
5

6
.0

1
.4

2
.0

9
.4

5
.2

4
.7

2
.6

5
9

3
3

7
年

目
H

3
6

0
.
9
9
6
7
7

0
.
9
9
6
6
3

0
.
9
9
6
7
3

0
.5

3
3
9

9
1
.7

2
6

7
.9

1
1

4
5

2
4

6
.0

1
.4

2
.0

9
.3

5
.0

4
.7

2
.5

5
9

3
2

8
年

目
H

3
7

0
.
9
9
6
7
6

0
.
9
9
6
6
2

0
.
9
9
6
7
2

0
.5

1
3
4

9
1
.7

2
6

7
.9

1
1

4
5

2
3

6
.0

1
.4

2
.0

9
.3

4
.8

4
.7

2
.4

5
9

3
0

9
年

目
H

3
8

0
.
9
9
6
7
5

0
.
9
9
6
6
1

0
.
9
9
6
7
1

0
.4

9
3
6

9
1
.7

2
6

7
.9

1
1

4
5

2
2

6
.0

1
.4

2
.0

9
.3

4
.6

4
.7

2
.3

5
9

2
9

1
0
年

目
H

3
9

0
.
9
9
6
7
4

0
.
9
9
6
6
0

0
.
9
9
6
6
9

0
.4

7
4
6

9
1
.7

2
6

7
.9

1
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